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2019年3月26日 
レターヘッド 書体メリオ 日付10pt 
※基本全社統一  

タトル 書体メリオ太字 28pt 
サブタトル 書体メリオ 16pt 
※文字量の多さに合わせてサズ変更可能 

本文  書体メリオ 基本11pt タトルや強調は12pt  
※文字量の多さに合わせてサズ変更可能 

← タトル・本文共に両サドの線を超えないようにおさめる → 

リード  書体メリオ太字 12pt  
※文字量の多さに合わせてサズ変更可能 

連絡先  
企業名称 書体メリオ太字 12pt 
詳細情報 書体メリオ 10pt 
※基本全社統一   

ポント 書体メリオ 基本12pt 
説明文  書体メリオ 基本10pt  
※強調は12pt  
※文字量の多さに合わせてサズ変更可能 

株式会社ウエニ貿易（本社：東京都台東区 代表取締役社長：宮上光弘）は、4月8日を
「シャボン（せっけん）の香りの日」と定め、「シャボン（せっけん）の香りの日」制定
記念ベントを4月8日（月）にフクラシゕ品川クリスタルスクエゕにて開催します。 

 
 

＜ポントは 5W1H を入れること＞ 
 When（いつ）  ：3月28日から 
 Where（どこで）  ：横浜・八景島シーパラダスで 
 Who（誰が）    ：ウエニ貿易が 
 What（何を）   ：幸せはじけるゕクゕフゔンタジーを 
 Why（なぜ）    ：ゕクゕシャボンの香りをより多くの方に知っていただきたい 
 How（どのように）：360度から包み込む香りと一体になって癒される空間づくり 
 
 
＜ニュースバリューの5大要素＞ 
 ①異常性（斬新性、新奇性、意外性、突如性） 
 ②人間性（生命性、生活性、日常性、季節性、教育性、娯楽性） 
 ③普遍性（大衆性、一般性、著名性、即知性） 
 ④社会性（国家性、時代性、連続性、多発性） 
 ⑤影響性（進展性、発展性、期待性） 

シャボンの香りの日ベント第1回 
大学教授及び業界第一人者による、日本人が好む香りの新説を発表！ 

「シャボン（せっけん）の香りの日」制定記念ベントを4月8日（月）に開催 

メデゖゕ向け「シンポジウム」と 
「ベストシャボニスト」表彰式にご招待 

【制定の背景と理由】 

本ベントでは、メデゖゕ向けシンポジウムとして「日本人の好む香りはせっけんの香りであると判
明した理由」を有識者を交えて説明するとともに、シャボン（せっけん）の香りを普及させる会とし
て評議会を発足し「ベストシャボニスト」を選出して表彰式を実施いたします。 
第一部のシンポジウムでは、大学教授やメーカー、香りの専門家、流通関係者など幅広いパネラーが
勢揃いし、日本人に好まれる香りに関する新説を発表します。第二部の「ベストシャボニスト」表彰
式では、清潔感あふれるシャボンの香りが似合う著名人2名を会場に招き表彰いたします。 

〒110-0008 東京都台東区池之端1-6-17 
TEL：03-5815-5707 
FAX：03-5815-5305 
URL：http://ueni.co.jp/ 

株式会社ウエニ貿易 
コスメテゖック事業部 細山 
MOBILE ：090-1250-1969 
E-MAIL  ：cosme.pr@ueni.jp  

プレスリリースに関する 
お問い合わせ 

「シャボン（せっけん）の香りの日」制定記念シンポジウム＆「ベストシャボニスト」表彰式概要 

ベント名：「シャボン（せっけん）の香りの日」制定記念シンポジウム 
目的   ：「シャボン（せっけん）の香りの日」の認知拡大 
開催理由 ：日本人がせっけんの香りを好む理由について、 
      清潔感を好み、入浴やせっけんに慣れ親しんできた 
      文化的背景が関係していたことを紐解きます。 
主催   ：株式会社ウエニ貿易 
日時   ：2019年4月8日(月) 10:30～12:00 
会場   ：フクラシゕ品川クリスタルスクエゕ 3階 I会議室   
            東京都区港南1-6-41  

「シャボン(せっけん)の香りを普及させる会」評議会発足 

  平田幸子氏 石田かおり氏 

 
【タムスケジュール】 

 
10:00 受付開始 
10:30 開会 
    主催者挨拶 
10:35 全体概要説明 
10:45 シンポジウム 
11:25  「ベストシャボニスト」 

    表彰式 
    フォトセッション 
12:00 質疑応答 
12:30 終了 

 
※スケジュールは変更になる場合が 
 あります。 
 

【シンポジウムの内容とパネルデゖスカッション登壇者】 

各専門分野のエキスパートが一堂に集結！ 
香りについての「今」をそれぞれ解説。 
 
◆シャボン（せっけん）の香りを普及させる会評議会事務局長 
 大学教授の研究結果や香り全般について説明。 
 

◆日本調香技術普及協会理事・フレグランスゕドバザー MAHO氏 
 香り市場に関する商材各種の説明を実際の商品と共に解説。 
 

◆香水評論家・香りの専門誌『パルフゔム』編集長    平田 幸子氏 
 日本の香り文化、日本の香りに関する歴史などを解説。 
 

◆小林香料株式会社取締役事業本部長          倉金 幸治氏 
 香料メーカーの立場から、日本の香り市場全体の解説。 
 

◆株式会社ウッシュ代表取締役社長兼CEO       笠原 龍司氏 
 流通面からみた、日本人が好む香りの移り変わりについて解説。 
  
 

http://ueni.co.jp/


「シャボン（せっけん）の香りの日」とは 

「ゕクゕ シャボン」は、2019年5月に10周年を迎えるロングセ
ラーの化粧品ブランドです。性別や年齢を問わず、爽やかで清潔
感のある香りを好む人をターゲットに、香水を中心としたボデゖ
ケゕやヘゕケゕ商品を取り揃えています。せっけん、シャンプー、
柔軟剤など、日常に溶け込む、清潔感があり癒される香りにこだ
わった商品を展開しております。 

名称  ：シャボン（せっけん）の香りの日 
認定機関：一般社団法人日本記念日協会 
申請者 ：株式会社ウエニ貿易 
制定理由：「シャボン（せっけん）の香りの日」は、「せっけんの香り」の魅力をより多くの方に 
     伝え、親しみを持っていただくために制定しました。 
      ①2020年のビッグベントを見据え、日本のシャボン（せっけん）の香り文化を 
       海外へ！ほのかな香りでおもてなしの心を。 
      ②「シャボン（せっけん）の香り」の更なる普及と浸透を高めるため。 
活動内容：シャボン（せっけん）の香りの魅力を広める為に、大学教授や香りの専門家、香りメー 
     カー、香りにまつわる流通関係者からなる「評議会」を発足。シャボン（せっけん）の 
     香りの普及活動を行います。 
      内容：1）制定記念シンポジウム 
         2）ベストシャボニスト（「シャボン（せっけん）の香り」が似合う著名人）の表彰 

【評議会について】 

正式名称：「シャボン(せっけん)の香りを普及させる会」 
発足理由：「シャボン（せっけん）の香りの日」の認知拡大 
活動内容：香りにまつわる専門家、香料会社関係者、流通関係者等香りに関わる業界のエキ 
     スパート数十名にご参加いただき、シャボン（せっけん）の香りの認知拡大を図 
     ると共に、シンポジウム当日にはそれぞれの立場、知見からなる、研究結果をま 
     とめて、発表を行います。 
 
シンポジウム当日には評議会メンバーを中心に、香りの文化が根付きにくいと言われた日本
で、どの様にして「シャボン（せっけん）の香りが認知、拡大したのかを分かりやすくメ
デゖゕ向けに解説いたします。 
 ◆評議会顧問 石田かおり氏 駒沢女子大学教授・博士（被服環境学） 

「せっけんの香り」の魅力をより多くの方に伝え、親しみを持っていただくために4月8日を
「シャボン(せっけん)の香りの日と制定したことを記念して株式会社ウエニ貿易が主催し、開
催するシンポジウム。 
メデゖゕ向けセミナーとして「日本人の好む香りがせっけんだったと判明した理由」を有識者
で構成された「シャボン(せっけん)の香りを普及させる会」の顧問である香水評論家・香りの
専門誌『PARFUM』編集長 平田幸子顧問を始めとした会員を交えて説明するとともに、シャボ
ン(せっけん)の香りが似合う清潔感のある著名人を選出した「ベストシャボニスト」の表彰式
を実施します。 
 
ゕクゕ シャボン」は2019年5月に10周年を迎えます。せっけんの香りを特徴とする「ゕクゕ 
シャボン」が10年に亘りヒットし続けたのには、和を乱さない控えめな表現を好む日本人の伝
統的要素と、清潔感を好み入浴やせっけんに慣れ親しんできた文化的背景が関係していたこと
が判りました。又、日本人が「せっけんの香り」を好む傾向にあることはリサーチ会社による
調査でも実証されています。 
 そこで、「ゕクゕ シャボン」の10周年を契機として、「せっけんの香り」の魅力をより多く
の方に伝え、今後も日本人に寄り添う香りとして多くの人に愛され続けることを願い、4月8日
を「シャボン（せっけん）の香りの日」に制定しました。 
 今後も「シャボン（せっけん）の香り」が日本人に寄り添う香りとして多くの人に愛され続
けることを願い、普及活動を行ってまいります。 
 来たる４月８日は「シャボン（せっけん）の香りの日」制定を記念し、“制定記念シンポジウ
ム”並びに“「シャボン（せっけん）の香り」が似合う著名人（ベストシャボニスト）の表彰式”
を実施いたします。 
 
 
 
 
 

「せっけんの香り」は湯上りをメージし、洗い髪や潤った素肌・素顔に想
像が広がる。何も飾らない素材そのものに美を見出すことは日本の伝統だ。
さらに「せっけんの香り」は湯上りに仄かに香る残り香でもあり、和を乱さ
ない控え目な表現を好む日本の文化に合っている。このようにせっけんの香
りは日本人が伝統的に美として愛で好んできた要素をいくつも備えており、
根強い人気があるものと考えられる。 

シンポジウム当日は、石田かおり氏による 
「日本におけるフレグランスの社会的受容に関する文化的考察」 
から、なぜ日本人にシャボン（せっけん）の香りが相応しいのか？ 
文化的とはなぜか？等を資料にまとめて、発表いたします。 

石田かおり氏 

「評議会」とは 
◆発足理由と活動内容 

パネルデゖスカッション登壇者紹介 

◆平田幸子氏 香水評論家、香りの専門誌『パルフゔム』編集長 

◆MAHO氏 フレグランスゕドバザー、日本調香技術普及協会理事 

香水評論家・香りの専門誌『パルフゔム』編集長。 
フランス調香師協会会員・日本調香技術普及協会理事・日舞（坂東流）師範。 
香水評論家であった父、平田満男の後を継ぎパルフゔム誌を1978年以来発刊。 
香りの普及、啓蒙活動のため、書籍・雑誌の監修・執筆、カルチャースクール
など幅広く活動。 

香水評論家・香りの専門誌『パルフゔム』編集長。 
フランス調香師協会会員・日本調香技術普及協会理事・日舞（坂東流）師範。 
香水評論家であった父、平田満男の後を継ぎパルフゔム誌を1978年以来発刊。 
香りの普及、啓蒙活動のため、書籍・雑誌の監修・執筆、カルチャースクールなど
幅広く活動。 

フレグランスゕドバザー。幼少からの香水好きから、フレグランス関連会社勤務
を経て1997年「プラベートトワレ」を開設。名香から最新作までの香水や香料
が揃うサロンでは、日本で初めて販売を目的としないパーソナルゕドバスを行い、
昨今のフレグランスカウンセリングの先駆けとなる。日本フレグランス協会2001
年設立時より講師、またパブリックリレーションズを務める。 

【石田かおり氏 コメント】 



〒110-0008 東京都台東区池之端1-6-17 
TEL：03-5815-5707 
FAX：03-5815-5305 
URL：http://ueni.co.jp/ 

株式会社ウエニ貿易 
コスメテゖック事業部 細山 
MOBILE ：090-1250-1969 
E-MAIL  ：cosme.pr@ueni.jp  

プレスリリースに関する 
お問い合わせ 

貴社名 

貴媒体名 

部署名 

ご芳名 

ご連絡先 TEL：            FAX： 

E-Mailゕドレス 

ご同伴者数      名（合計     名） 

カメラ 
※当日お持ち頂くカメラがございましたら、下記に○印をお付け下さい。 
 

スチール ・ ムービー（ENG／デジタル） ・ なし 

備考 

株式会社ウエニ貿易 
コスメテゖック事業部 PR担当 細山 行 03-5815-5305 

□ご出席   □ご欠席 

※誠にお手数ですが、必要事項をご記入の上、４月2日(火)までにFAXにてご返送いただけ 
   ますよう、お願い申し上げます。 

【個人情報の取り扱いについて】 
当返信シートにて頂きました個人情報に関しては、当会運営及び今後の広報活動における情報発信の
目的にのみ使用し、適正に管理いたします。 

■日程：2019年4月8日（木） 
■時間：10:30～12:00（10:00受付開始） 
■会場：フクラシゕ品川クリスタルスクエゕ  
    3階 I会議室   
          〒108-0075  
    東京都港区港南1-6-41     
■最寄り駅：JR品川駅港南口から徒歩8分 
      京浜急行品川駅から徒歩8分 

「シャボン（せっけん）の香りの日」制定記念シンポジウム                                      
＆「ベストシャボニスト」表彰式 

http://ueni.co.jp/

